
 

１―鳥取環境大学キャンパスでは；あなたが立っている鳥取環境大学のキャンパスは 
かつて豊かな森が繁茂し、1500 年以上前の人々の暮らしの徴（しるし）を物語る古墳がありました。 

3000㌶に及ぶ津ノ井新都市が建設された千代川
上流・洞ノ川では、鳥取が日本に誇る音楽家・
岡野貞一が歌った「春の小川」のような、子ど
もたちが近寄れる水辺の情景は、今、全く見る
ことができません。開発によって多くの森や田
畑が失われました。森の面積は流域の半分以下
になっています。 
千代川支流の大路川流域の実に、1/4 以上が宅
地化されたのです。 
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以前あった森が切り開かれた 

鳥取環境大学の建設で失われた緑や水辺、生物を回復する
ことが、「環境」という名の大学で学び働くものの責務で
す。それは、地球の生命維持装置としての地球圏―生物圏
の回復への一歩です。地球の庭づくりの精神です 
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鳥取環境大学の敷地にあった 7世紀頃の古墳。 

「万徳」とへら書きされた須恵器も出土している 
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２―知っていますか？上流の開発で、大路川中・下流で洪水の危機が高まっています 

鳥取環境大学 

上；市立病院の裏を流れる
大路川。鉄矢板で護岸が覆
われ、人が近づくことがで
きない。 
下；大路山山麓の大路川。
巨大でむき出しのコンク
リート護岸。 

昭和 54 年の台風 20
号で、鳥取環境大学の
すぐ近くまで、浸水し
ました（青色部分）。
被害戸数 1500、被害
人口 6500人。被害額
10 億円。その後、治
水事業で堤防が高く
なり、ポンプが設けら
れて、洪水は減少しま
したが、平成 16年の
台風でも浸水しまし

た。 

昭和 54 年の洪水 

大路川；水辺の危機 

「春の小川」喪失の危機；直線化された大路川と
その側にある米里小学校。二面はコンクリート護
岸。底は砂礫がたまっている。斜め護岸のため、

生物生息環境の再生の可能性は残っている。 

昔、大路川はフナ
が産卵しに上流
まで遡ってきま
した。いま、その
姿も見ることが
できません。治水
と環境の両立を
模索する時代を
迎えています。 
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若葉台ニュータウン開発で、
大雨が降ると大路川中・下流
域で洪水の危機が高まってい
ます。大きな遊水池が必要に
なり堤防が高くなり、その結
果自然が失われています。 
鳥取環境大学キャンパスや若
葉台ニュータウンでもっと樹
木を増やし、雨水を浸透貯留
しなければなりません。 



 

３－昔、大路川には水と生きる数限りない暮らしがありました。 
60 年前、大路川で泳ぎ、魚を捕まえ、潜って川底の石を拾った記憶を持つ人々が今でもおられます。 
 

左；大路川に面して建てられていた民家と集落。 
右上下；大路川で洗濯をしたり、農作物を洗ったりし
ているイトバの風景。 

大正～昭和の風景。（吉田窓月氏撮影。吉田幹男氏提供） 

大路川中流・大覚寺の旧家の軒
に吊り下げられている小船。 
洪水が常態であった昔、水と生
きるすべを、みんなが共有して

いた。・ 

４－鳥取環境大学キャンパスで、みんなの力で、失われた水辺（春
の小川）と森と生物を呼び戻しませんか 
 

地球の生命維持装置としての地球圏―生命圏の回復を目指す 

地球の庭プロジェクトが始動します 
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第２のシステム；バイオマス発電―食とエネル
ギーの地産地消。エネルギー作物・菜の花から
採取された菜種油を天ぷら料理に使い、その廃
食油を製油して電力を生み出します 

太陽光 

発電 

５；地球の庭；雨水利用して、風と太陽光とバイオマス（天ぷら廃食油）
の力だけで流れや滝をつくり、生き物が棲む自然を呼び戻します。 

新上池 

滝 

ホタル護岸 

花壇 

現在地 

揚水ポンプ 

風力発電 
ロックダム 

滝 

廃食油製油 
発電 降雨 

下の池 

上の池 

風 

間伐材ドーム 

流

流れ 
鳥取環境大学 

裏山 

第４のシステ
ム；雨水循環 
ポンプと滝で、ビ
オトープの流れ
を作り、自然再生
を支えます 

第３のシステム
Ａ；雨水貯留 
ため池をつくって雨水
を貯める。水道水を節

約しよう。 

第３のシステムＢ；雨水貯留 
山の森が、雨水を貯めています 

第５のシステム； 
洪水調節；上流での雨
水貯留が、下流の洪水
を防ぎます。鳥取環境
大学のキャンパス内
に、もっと樹木を植え
ましょう 

第１のシステム；自然エネルギー発電 
石油の節約と CO2 の削減に寄与します 

充電器 

第６のシステム；間伐材ドームと
森林再生 杉の人工林の手入れで出て
くる間伐材をドームとして活用すること

で、森を再生します。 

６；地球の庭は、地域内の未活用資源を循環させ、人々が安心して暮らせ
る、出会いと交流の場を提供します。 

第９のシステム； 
コミュニテイ再生 
出会い・交流 

第８のシステム；CO2の吸収・地球温暖化防止 
間伐材を使ったドームは、炭素の貯金箱。地球温暖化の原因
になる炭素を閉じ込め、森林を再生させます。 

左写真；蘇っ た太平公園（鳥取市瓦
町）写真左上 ；ガイアドームに搭載
されているソーラー発 電 右上；ソ
ーラー発電で の夜間照明 左下；エ
コアジアで、 天ぷら廃食油を精製し
た軽油で発電 した電力 でのイルミネ
ーション 右下；発電機 

第７のシステム；気候安定 
水面・緑を増やすことで温度上昇、
ヒートアイランド化を防ぎます。
屋上緑化も、気候安定に寄与して

います。 

本部棟・講義棟
屋上緑化 

第１０のシステム； 
防災・避難場所 
間伐材ドームは、災害時
の避難場所。貯留雨水
は、緊急時の消火に使え
ます 

教育研究棟 
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第１、第２のシステム；間伐材ドー
ムは自然バイオマスハイブリッド
発電所です 

太陽光 
発電 

右写真；蘇った太平公園（鳥取
市瓦町）左上；古本市左中；間
伐材ドームを背にした演奏会 
左下；道路沿いの市民花壇 
右上；流れと滝、間伐材ドーム 
右中；湧き水で遊ぶ子供たち 
右下；掃除 
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第１２のシステム；自然再生の学習観察  
失われた自然。いったん破壊された生態系の復元に、どれだけのエネルギーと時間
と労力が必要かを、フィールドとして学べ、体験できる機会と場を提供します。 

モネの庭づくりは 
鳥取環境大学のプロジェクト
研究の活動の一環として、キ
ャンパス内ビオトープを対象
に、地球環境時代を背景にし
た自然再生・野生回復や地球
温暖化防止を目指す持続可能
な 21世紀の楽園づくり 
風力や太陽光、廃棄物から生
み出された電力と降雨の水だ
けで、自然再生・野生回復を
し、食の循環と自律を目指す
市民農園、人々に憩いや散策
の場や市民花壇を提供するプ
ロジェクトです。 
 
第１１のシステム； 
生物多様性の庭 
モネの庭 
開発されて自然が失わ
れた場所を、多様な生物
が生息できる環境に転
換します。憩い、語らい、
出会いの場を提供しま

す。 

７；地球の庭は、多様な生物の生息を可能にする生態系を回復し、
人々に楽しい、語らいと安らぎの場「モネの庭」を提供します。 

間伐材ドーム 

８；グリーンコミュニティ（バイオマスタウン）へ―地球の庭プロジェクト研究会が目指すもの 
21 世紀中に、多くの地下資源が枯渇します。再生可能資源による地域内循環型社会をどうつくるのかが、問われています。 
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